
成長
子供が1歳2ヶ月になりました。
4月に保育園に入園してから半年以上がたち、最近は家で覚えることより、保育園で習ってくることの方が多いようで、私の知らない歌を
歌ったり、教えてない動物の鳴き真似などするようになりました。
子供の成長に嬉しくなる反面、自分が知らない間にどんどん成長してしまうことに、淋しさ反面。
親はなくとも子は育つ。
未熟で要領の悪いママを助けてくれる、周りの暖かい心に感謝しなくては。

弁護士　南木　ゆう

ネコ
我が家の５代目の拾い犬「クロ」が今年の夏に逝って、初めて家に犬がいない生活が始まりました。

が、代わって庭に出入りするようになったのが、飼い主ナシの３匹の親子ネコです。

犬が健在のときは絶対に庭に入ろうとしなかったのですが、今では当然のような顔をして自由奔放に出入りしています。

未だ決して在留を認めた訳ではないのですが、もはや特別在留許可を得たかの如く、それなりに愛くるしい仕草をして心をくすぐっている
のです。
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なお、５年目にして１メートルくらいの高さになったみかんの木に、今年は２０～３０個ものたくさんの実が付きました。

 

弁護士　梶山　敏雄

「究極の選択」－崖っぷちの民主主義
アメリカ大統領選挙は、ＴＰＰ反対を公言しながら、金融資本から数時間の講演で数千万円の講演料を得ていたヒモツキのヒラリー・クリ
ントン氏と女性蔑視、排外主義者のトランプ氏の一騎打ち。

どちらがより「マシ」なのか？

格差・貧困・暴力・差別を解消し、人間らしい暮らしを実現する政治ではなく、
どちらの方が人間社会の破壊・崩壊を、より遅らせる政治ができるのか。
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そんな選択のようにも見えてしまいます。

翻って、私が暮らす日本も、格差・貧困・暴力・差別が蔓延しつつあります。
それを容認する政治家の発言が毎日のように報道されています。

格差・貧困・暴力・差別の荒波に身動きが取れなくなりつつある今、
私たちの生活を守る羅針盤である「憲法」を活かした抵抗をささやかながら続けていくことに活路があると信じて、日々生活しています。

 

弁護士 伊須 慎一郎
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還暦パーティ
私事で、申し訳ありません。この秋、私は還暦を迎えてしまいました。

５０代の１０年間は、それはそれはいろいろなことをやりたくてたまらない、そんな１０年間でした。そういう年代なのだろうと思います。

「人生、深めるためには、少し広げてみること」などと禅問答のようなことをつぶやきながら、いろいろとやりたいことは増えていきまし
た。

なので６０を迎えることは、少々、寂しさがあり、落ち込みがちでもあったのですが、事務所では、そんな私のために、パーティを開いて
くれました。次の週には所内で宮澤洋夫先生の９０歳のお祝いのあるというのに、大勢の所員が集合してくれました。

実は昨年、私が弁護士生活３０年が過ぎたというので、事務所外の方々も集めていただき、レストラン貸切で、それはそれはサプライズな
嬉しいパーティを開いてくれたのでした。

そんなわけで、今年はなるべくこじんまりと、とお願いしたのですが、それでも、

こんなことがあり・・・

OLYMPUS DIGITAL CAMERA

 

あんなこともあり・・・
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こんなものまでいただきました（ちょっと予想してはいたけど）

 

楽しい時間を過ごすことができました。

本当にありがたいことです。涙が出ます。

 

ですが、幸か不幸か私をその年だと見る人は世の中にほとんどいません。

せっかくの節目なので、自分の来し方と考え続けてきたことなどを頭の中で整理してみたりもしましたが、それはこの先の自分の糧にする
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こととして、まだ大事に胸の中にしまっておこうと思います。

 

弁護士　牧野　丘

卒寿
先日、当事務所の宮沢弁護士が卒寿を迎えられました。

弁護士５０周年も迎えられたそうです。

 

以前に比べると、お顔を拝見する機会はだいぶ減ってしまいましたが、いつもにこやかな先生にお会いすると、元気をいただけます。

 

先生は事務所の宝です。

 

これからもお元気で！

 

弁護士　德永　美之理
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川口市民大学講座
先日、川口市民大学講座で講師を務めてきました。

テーマは「遺言・相続のポイント」

受講者は５０名程度だったでしょうか。

 

自筆遺言や公正証書遺言の作成の方法、

遺言がある場合の遺留分の考え方、
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遺産分割の際の寄与分の考え方、

さらに最近話題の相続法改正の議論、などなど。

 

テーマが受講者の皆さんにとって身近な問題だったこともあって、

夜の遅い時間の講座だったにもかかわらず、

とても熱心に私のお話を聴いていただきました。

 

さらに、

なんと１０年ほど前にある事件をご依頼いただいた方が受講生に！

丁寧なご挨拶をいただいて恐縮してしまいました。

 

講演や学習会の講師を務めるときには、

準備に時間をとられて、

いつも直前は苦しい思いをしますが、

つたない話でもしっかり耳を傾けてくださる方がいて、

しかも思わぬ人の縁もあるとなれば、

準備の苦労も吹っ飛びます～

 

弁護士　佐渡島　啓

 



 

交通事故。保険会社の甘い言葉にご用心。
交通事故の相談を受けると、相手方保険会社の話を鵜呑みにしてはいけないということを痛感する。

まずは、慰謝料額だ。いかにも精いっぱい努力しています、という様子で提案された金額は、裁判基準からは程遠く、実際には、自賠責基
準の金額に過ぎず、任意保険会社の腹は全く痛まない数字だ。

次に過失相殺。８：２と言われて、当事者も納得されていたが、刑事記録を取り寄せてみると、明らかなわき見運転、著しい過失が加害者
に認められ、９：１となる可能性が高い事案だったりする。

どうも、相手が大きな会社だったり、有名な会社だったりすると、日本人は、そんな会社は嘘は言わないだろうという思い込みがあるよう
だ。
自分の権利を守るためには賢くならなければならない。

自分で学ばなくてもいいが、少なくとも、弁護士を含めた専門家を活用する癖は付けた方がいいと思うのであります。

 

弁護士　髙木　太郎
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入間基地拡張ストップ！緑の森を守ろう！ １１．２０埼玉県集
会
１１月２０日（日）彩の森入間公園・多目的広場において、午後１時３０分から、
安保法制の先取り許すな！入間基地拡張ストップ！緑の森を守ろう！１１．２０埼玉県集会が開催されます。

航空自衛隊入間基地に隣接する留保地に自衛隊病院や災害対処拠点が作られようとしています。これは、自衛隊が海外の戦闘地域で武力行
使を行うことを前提に計画されており、安保法制の具体化に他なりません。

先日、集会の実行委員会に参加し、現在開発中の新型輸送機に関する報告等がありました。
輸送機の離発着時の騒音により市民の生活が脅かされることが懸念されます。

集会では、参加者５０００人を目指しています。
浦和から入間はちょっと遠いですが、皆様、ご参集ください。

弁護士　谷川　生子
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ＰＤ
Ｆはこちら
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ＰＤＦはこちら

首に蛇を巻くようなものだ
 
何となく大丈夫ということになっているが、よく考えたら怖いことってたくさんあります。
例えば先日、僕は、首に蛇をまく度胸試しをテレビで見て、恐怖を覚えました。
 
訓練しているといっても、蛇です。
 
本当にそこまで信用していいものでしょうか。あんな目つきをした爬虫類を。
 
実際、その日の気分で絞めるときもあると思います。毎日毎日巻かされて、ちょっと今日は絞めようかなと思う日がくるに決まっています。
僕が蛇なら、きっと思う。
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大丈夫ということになっていることでも、本当かどうか、実際にちゃんと自分の頭で考える必要があります。
危険なことを考えなしにやってしまうなんて、首に蛇を巻くようなものです。
 
 
弁護士　竹内　和正
 
 

鞄（かばん）
業務上、大量の資料やパソコンなどを持ち歩くことが多いので、大容量かつ軽量、さらに素敵なデザインで機能性も良い鞄が望ましいので
すが、そんな鞄はなかなかありません。

周囲の弁護士も鞄には苦労しているようで、荷物の多い日には普段の鞄の他に紙袋を併用する弁護士や、キャリーケースを利用する弁護士
などが多いです。
同じ事務所の弁護士も、もっと大容量かつ軽い鞄を探しています。

僕の場合、荷物をひとまとめにしたいので、容量の大きさを重視しましたが、とにかく鞄が重いです。鞄に何も入れてなくても、２．５㎏
の重さで、裁判の資料が多いと鞄の重さは１０㎏を優に超えます。
今の鞄も気に入っているのですが、もう少し軽くならないかと思ってしまいます。

素敵な鞄がないかと思い、鞄屋さんを覗く今日この頃です。

弁護士　月岡　朗
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